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実　施　対　策

要求性能墜落制止用器具を安全に取り付けるための設備等を設けること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酸欠則第６条第２項）

酸素欠乏症・硫化水素中毒防止　チェックリスト

　汚泥などが溜まっているマンホール内などでは、酸素欠乏症・硫化水素中毒になるお
それがあり、濃度によっては、一瞬で命を落とす危険性があります。
　酸素欠乏症・硫化水素中毒の危険性がある場所（酸素欠乏危険場所、硫化水素中毒危
険場所は裏面参照）での作業を行う際は、以下の対策を確実に実施してください。
【酸素欠乏症・硫化水素中毒防止の濃度基準】
　酸素濃度を１８％以上　硫化水素濃度を10ｐｐｍ以下

現場管理者は、労働者に対し、作業計画や作業手順に基づいた明確な作業指示を行う
こと。

作業開始前に、空気中の酸素及び硫化水素濃度を測定すること。　（酸欠則第３条）

空気中の酸素濃度を１８％以上、硫化水素濃度を10ｐｐｍ以下に保つように換気
（※）すること。※マンホール等の内部が横に長大であるなど、換気が困難な場合
は、次の４の措置を講じること。　　　　　　　　　　　　　　　（酸欠則第５条）

換気が困難な場合は、送気マスク等の空気呼吸器を必ず使用すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酸欠則第５条の２）

酸素欠乏症・硫化水素中毒により墜落・転落するおそれがあるときは、要求性能墜落
制止用器具（安全帯）を必ず使用すること。　　　　　　　（酸欠則第６条第１項）

硫化水素中毒の危険場所（裏面２の④の場所）における作業では、酸素欠乏・硫化水
素危険作業主任者技能講習を修了した者から酸素欠乏危険作業主任者を選任するこ
と。　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　（酸欠則第1１条）

空気呼吸器、要求性能墜落制止用器具及び当該器具の取付設備を使用する時は、作業
開始前に必ず点検し、異常を認めた場合は補修・交換をすること。（酸欠則第７条）

酸素欠乏症・硫化水素中毒の危険性がある作業に従事する労働者個々人の入退場を点
検表等により点検すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　（酸欠則第８条）

関係労働者以外を立入禁止とする表示を見やすい箇所にすること。（酸欠則第９条）

酸素欠乏症の危険場所（裏面２の①～③の場所）における作業では、酸素欠乏危険作
業主任者技能講習を修了した者から酸素欠乏危険作業主任者を選任すること。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（酸欠則第11条）

酸素欠乏症・硫化水素中毒等に関する特別教育を行った労働者を配置すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酸欠則第１２条）

監視人の配置、または自動警報装置付きの測定機器による常時測定を行うこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酸欠則第１３条）
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【 参 考 】 

1. 酸素欠乏症・硫化水素中毒 

 ① 酸素欠乏 

   空気中の酸素濃度が１８％未満である状態 

② 硫化水素 

   空気中の硫化水素濃度が 10ｐｐｍを超える状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２. 主な酸素欠乏・硫化水素中毒の危険場所 

 ① 長期間使用されていない井戸等の内部（酸欠） 

 ② 雨水や湧水などが滞留し、または滞留したことのある槽、暗渠、ピット、

マンホール等の内部（酸欠） 

 ③ 長期間密閉されていた鋼製タンク等の内部（酸欠） 

 ④ し尿、腐泥、汚水など、腐敗等しやすいものを入れてあり、または入れ

たことのある槽、暗渠、ピット、マンホール等の内部 

 上記以外にも危険場所はあります。労働安全衛生法施行令別表６をご参照ください。 

【注意事項】 

過去に発生した酸欠等の災害では、被災者を救出するために、十分な装備も

せずに酸欠危険場所に入っての「二次災害」が発生しています。 

酸素欠乏・硫化水素中毒危険場所の内部は大変危険な状態ですので、送気マ

スク等の保護具を着用せずに立ち入ることは絶対に避けてください！ 

（酸欠・硫化水素中毒） 

【酸素欠乏症】 【硫化水素中毒】 


